








当内科学教室における腎生検症例の中から,小児期に発症し成人期へ carry overした症例

を選び出して retrospective に臨床病理学的検討を行った。carry overした糸球体疾患の

うち,最も多くを占めたのは IgA 腎症であった。この臨床病理学的特徴は,比較的年長児発

症であった。しかし,大多数は軽度の蛋白尿と血尿を呈し,なかには WHO組織分類で Aの症

例も存在して,必ずしも障害の程度が強い例のみが carry over するとは言えなかった。 


